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准教授

〇 川内　淳史

蝦名　裕一

瀧本　壽史

斎藤　善之

伊藤　由美子

中田　書矢

弘前大学人文社会科学部所属機関等

研究組織（〇：災害研担当教員）

氏　名 所　属　機　関　名

研究の概要

2025年度 災害レジリエンス共創研究プロジェクト

研究課題名
人口減少社会における地域文化財のネットワー
ク型保護システムモデルの提案

研究
課題

研究代表者氏名 片岡　太郎 職 名

  東北大学災害科学国際研究所

  東北大学災害科学国際研究所

期　間 2025年6月1日　～　2026年3月31日　 配分額

弘前大学

東北学院大学経営学部

青森県埋蔵文化財研究センター

鰺ヶ沢町教育委員会

本研究は、人口減少が進む地域において災害から地域文化財を守るため、青森県を対象に、歴史
学・文化財学・保存科学の協働により課題を抽出し、広域連携による「ネットワーク型保護システ
ム」の具体化を目指したものである。文化財レスキューの実践知、文化遺産防災マップの活用、保
存環境評価手法の検討を通じて、人口減少社会に対応した持続可能な地域文化財保護のモデル形成
を進めた。

研究の具体的な成果・波及効果

本年度は研究会を開催し、歴史学・文化財学・保存科学の異分野が協働して、文化財防災マップの
活用、人口減少社会における有形文化財保護の課題、ATP拭き取り検査の標準化に関する実践的知
識や技術を共有した。人口減少地域におけるネットワーク型保護システムの柱として、平時の文化
財把握、保存環境の継続的モニタリング、広域支援体制の持続的維持の重要性を具体し、あわせ
て、ATP拭き取り検査では気温等との関連や外れ値への配慮の必要性を示した。一方、所有者と行
政の関係把握、人材・専門職不足、保存環境評価手法の基準化などの課題も明らかとなった。ま
た、企画展を通じて、あおもり資料ネットワーク準備会の取組を紹介し、地域内外の連携の必要性
を発信した。



2026/2/3-2026/3/27 開催都市

弘前大学資料館第41回企画展ボラ
ンティアセンター 東日本大震災復
興支援活動～15年の歩み～

主催者

2026年3月28日（土） 開催都市

「人口減少社会における地域文化
財のネットワーク型保護システム
モデルの提案」研究会

主催者

実施概要
企画展の一部に、文化財レスキューの普及啓発活動ならびに広域的ネット
ワーク型保護システムの実践として、あおもり資料ネットワーク準備会を紹
介した

片岡太郎（研究代表者）

開催年月日 青森県弘前市

合計（　2　）件

イベント名称

実施概要
文化遺産の収蔵施設における生物汚染度チェックの標準化に関する研究等を
報告した　ほか、研究メンバーの研究報告や実践技術の共有化した。

開催年月日 青森県弘前市

イベント名称 弘前大学資料館

シンポジウム・講演会・セミナー等の開催、発表

図表
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助教

〇 齋藤　玲

菅原弘一

登本洋子

邑本俊亮

高野了太

永田彰平

Maly Elizabeth

Gerster Julia

300,000 円

情報科学研究科／災害科学国際研究所所属機関等

研究組織（〇：災害研担当教員）

氏　名 所　属　機　関　名

研究の概要

2025年度 災害レジリエンス共創研究プロジェクト

研究課題名
震災経験教員による震災当時の勤務校の様子の現地想
起と省察：全方位カメラ記録、教材化、共有化を通し
た学校教員の災害対応力向上の実現

研究
課題

研究代表者氏名 齋藤　玲 職 名

認知科学研究分野

宮城教育大学

東北大学

東北大学

期　間 2025年6月1日　～　2026年3月31日　 配分額

東京学芸大学

東北大学

名古屋大学

東北大学

　震災から約15年が経過し、今後、震災経験・証言・記憶（以下、震災記憶）の強風化が予測され
る。学校は、震災時、重要な機能を果たすため、そこでの記憶は未来社会に向けた財産となる。こ
れらを受け、本研究の目的を、学校における震災記憶のデジタル化・教材化・共有化を目指すこと
と位置づけ、本プロジェクトを開始した。本年度は、そのキックオフとして、概念モデルの構築、
関係づくり、さらにはアウトカムのモックアップを作成した。

研究の具体的な成果・波及効果

　「学校の震災エピソードの収集と教育資源化のDX―イベント記憶検索のための空間的手がかりの
地理心理学デザイン―」（齋藤ほか, 2026）として本プロジェクトに係る概念図等を発表し、プロ
ジェクトの社会的意義・実行可能性・具体的方針について説明・共有した。また、関係各所（例え
ば、３月１１日をわすれないためにセンター）との萌芽的な今後の調整を進めてきた。加えて、空
間としての学校での震災経験・証言・記憶のデジタル化・教材化・共有化のためのモックアップを
作成した。本研究は、ここで示したプロジェクトテーマのスタートアップとして機能するととも
に、価値創造のムーブメントとして、さらなるステークホルダーとの連携を実現させ、災害にレジ
リエンスな社会づくりに貢献する。



2026/3/19 開催都市

東日本大震災・原子力災害　第４
回　学術研究集会研究集会

主催者

実施概要

齋藤玲, 永田彰平, 二本松直人, Elizabeth Maly, Gerster Julia, 村井明
日香, 登本洋子, 菅原弘一, 小田隆史, 桜井愛子, 佐藤健, 邑本俊亮
(2026). 学校の震災エピソードの収集と教育資源化のDX―イベント記憶検索
のための空間的手がかりの地理心理学デザイン―. 東日本大震災・原子力災
害 第４回 学術研究集会.

合計（　1　）件

開催年月日 福島市

イベント名称
東日本大震災・原子力災害
学術研究集会実行委員会

シンポジウム・講演会・セミナー等の開催、発表

図表

図１

空間・学校震災記憶のモックアップ
Note. 生成AI（Claude, Anthropic）との対話的なコード生成プロセス（いわゆる

Vibe Coding）にて試作。未公開資料。

表１

学校における震災イベント記憶検索のための空間的手がかり
Note. 見出し項目は、空間手がかり、ナラティブ手がかり、視覚手がかりである。

比較項目は、取得可能性、空間の性質（校舎外の様子、校舎内の様子）、空間の特

徴（全方位性、視覚情報の連続性の広さ）、時間の特徴、感覚モダリティ（視覚情

報、音情報、言語情報）、経験の心象性である。チェックマーク（✓）は該当する

こと、ハイフン（-）は該当しないことを意味する。齋藤ほか（2026）
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助教

〇 蝦名　裕一

水井　良暢

三浦　伸也

半田　信之

佐野　浩彬

安達　聖

300,000 円

（国研）防災科学技術研究所

（国研）防災科学技術研究所

（国研）防災科学技術研究所

（国研）防災科学技術研究所

近年の気候変動により、特に豪雪地帯において雪量の増大や雪質の変化によって雪害の深刻化が
顕著である。一方で、文化遺産救済や保全においては雪害に対する十分な方法が確立していな
い。本研究では文化遺産防災マップ用いて、豪雪地帯の文化遺産に関する課題を見出し、被害予
測や事前防災に関する研究を行う。

研究の具体的な成果・波及効果

2024/2025冬期の豪雪災害について、青森県津軽地方の雪害文化財調査を実施した。青森県の指
定文化遺産のうち災害救助法適用自治体の文化遺産は540件であった。対象は建物として、報道
や目視で破損を確認できた21件に対して現地調査を実施した。ひと月の積雪重量300㎏/㎡以上
あった文化財で被害が生じていた。特に１月の積雪重量300㎏/㎡以上の文化遺産の建物に被害が
生じていた。地球温暖化の進行により、短期間に集中する極端な降雪、雪質の変化によってこれ
までの環境では耐えていた建物に被害が生じたと考えられる。予想される積雪重量データを用い
た事前防災フローの構築を検討する。

図表

2025年度 災害レジリエンス共創研究プロジェクト

研究課題名 豪雪地帯における文化遺産防災に関する研究
研究
課題

研究代表者氏名 鈴木比奈子 職 名

東北大学　災害文化アーカイブ研究分野

（国研）防災科学技術研究所

期　間 2025年6月1日　～　2026年3月31日　 配分額

専修大学所属機関等

研究組織（〇：災害研担当教員）

氏　名 所　属　機　関　名

研究の概要



2025/12/1 開催都市

雪の講演会「青森県の大雪災害の
実態と今後の冬にむけて」

主催者

成果として発表した論文

シンポジウム・講演会・セミナー等の開催、発表

学術論文　合計（1）編

鈴木比奈子・蝦名裕一・佐野浩彬・三浦伸也・安達聖、2024/2025冬期の青森県津軽地方の豪雪
災害と文化財被害、2026年日本地理学会春季学術大会発表要旨集、2026、査読無し

開催年月日 弘前市

イベント名称
防災科学技術研究所、弘
前大学

合計（1）件

実施概要
蝦名裕一（東北大学 災害科学国際研究所 准教授）「雪害時の文化遺産保
全と地理空間情報の活用」のタイトルで雪害と文化遺産、二次災害による
文化遺産被害について発表した。
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助教

〇 高橋尚志

〇 永田彰平

堀 和明

石村大輔

〇 蝦名裕一

横田晋務 

磯田　弦

〇 杉浦元亮

竹本あゆみ 

菊池洋平

白濵幸弘 

于 宛麗

Michael Zielewski

山田和範

35万円

東北大学災害科学国際研究所所属機関等

研究組織（〇：災害研担当教員

氏　名 所　属　機　関　名

研究の概要

東北大学 大学院理学研究科

東北大学 災害研/加齢研（クロアポ）

 東北大学 加齢医学研究所

東北大学 大学院工学研究科

東北大学 医学系研究科

  東北大学 情報科学研究科

  東北大学 情報科学研究科

2025年度 災害レジリエンス共創研究プロジェクト

研究課題名
ハザードマップ作成・活用の設計原理構築のた
めの多分野融合脳・視線・特性研究

研究
課題

研究代表者氏名 新家杏奈 職 名

東北大学 災害科学国際研究所

東北大学 災害科学国際研究所

  東北大学 情報科学研究科

期　間 2025年6月1日　～　2026年3月31日　 配分額

東北大学 大学院理学研究科

千葉大学 大学院理学研究院

東北大学 災害科学国際研究所

  東北大学 大学院教育学研究科

本研究は，災害ハザードマップの理解・活用に関わる認知過程と個人差を明らかにし，誰もが理解
しやすく，適切な土地利用や避難判断・行動につながる情報提示と教育の設計原理を構築すること
を目的とする．記憶，情動，実行機能などの多面的な認知過程や，ASD傾向を含む認知特性が，地
図読解や避難行動にどのように影響するかを検討するため，地図読解実験，fMRI，視線計測，質問
紙調査を組み合わせて分析する．

研究の具体的な成果・波及効果

ハザードマップの理解・活用に関わる認知過程と個人差を明らかにするため，質問紙，眼球運動計
測，fMRI課題を一体的に設計し研究基盤の整備を進めた．地図活用やハザードマップ判読能力の測
定を行うため，「地理あるある質問紙」及びハザードマップ判読課題を含む質問紙を作成した．さ
らに，セルフローカライゼーションの能力計測のため，実在地点の360度風景動画と地図を用いる
課題（図1）を構築した．刺激作成にあたり，認知要素をどう統制するかを学際的に検討し，意味
的特徴と形態的特徴をバランスよく含む課題の整備を進めた．加えて，これらを含むWeb調査を600
名規模で実施し，統合分析データを整備するとともに，fMRIテストラン（図2）を完了した．



図表

図2 fMRI課題とテストランの結果図1 HM読み取り課題の例

fMRI課題
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